
　12 世 紀 以 降、 キ リ ス ト と 諸 聖 人 に 纏 わ る 聖 遺 物 が 保 管 さ れ た ロ ー マ へ の 巡 礼 は、 神 と

の 繋 が り を 再 認 識 す る だ け で な く、 罪 を 贖 い、 贖 宥 を 獲 得 す る 機 会 を 悔 悛 者 に 与 え た。 ハ

ン ス ・ メ ム リ ン ク 作 《キ リ ス ト の 受 難》（ト リ ノ、 サ バ ウ ダ 美 術 館） を は じ め と し、 聖 都

イ エ ル サ レ ム に お け る キ リ ス ト の 受 難 を 瞑 想 す る 際 に 用 い ら れ た と 考 え ら れ る 絵 画 作 品 に

関 し て は 多 岐 に わ た っ て 論 じ ら れ て き た。 そ の 一 方 で、 ロ ー マ へ の 巡 礼 を 霊 的 に 追 体 験 す

る 際 に イ メ ー ジ が 果 た し た 役 割 に 関 し て は、 先 行 研 究 に お い て 十 分 に 議 論 さ れ て き た と は

言 い 難 い。 本 発 表 で は、 ロ ー マ 七 大 聖 堂 へ の 霊 的 巡 礼 を 行 う 際 に 使 用 さ れ た イ メ ー ジ の 事

例 研 究 と し て、1500 年 頃 に ネ ー デ ル ラ ン ト で 制 作 さ れ た 《洗 礼 者 聖 ヨ ハ ネ》（ユ ト レ ヒ ト、

聖 カ タ リ ナ 女 子 修 道 院 博 物 館） と 《聖 母 子》（グ リ ー ン ヴ ィ ル、 ボ ブ ・ ジ ョ ー ン ズ 大 学 美

術 館）、 及 び 近 年 発 表 者 が 再 発 見 し た 《キ リ ス ト 磔 刑》（個 人 蔵） の 意 味 内 容 と 機 能 を 明 ら

か に す る。

　 霊 的 巡 礼 は、 祈 祷 ・ 瞑 想 等 か ら 構 成 さ れ る 一 連 の 宗 教 的 実 践 を 通 し て、 記 憶 の 中 で 目 的

地 へ の 道 程 を 再 構 築 す る 擬 似 巡 礼 行 為 で あ る。 実 際 の 聖 地 巡 礼 が 重 要 な 宗 教 儀 礼 で あ り 続

け た 一 方 で、 中 世 末 期、 霊 的 巡 礼 は 遠 方 に 赴 け な い 人 々 ― ― 特 に 修 道 士 や 修 道 女、 そ の 他

観 想 的 生 活 に 重 点 を 置 い た 半 宗 教 的 共 同 体 ― ― の 間 で、 身 体 的 巡 礼 に 代 わ る 代 替 手 段 と し

て 新 た な 人 気 を 博 し た。 霊 的 巡 礼 は 時 に、 目 的 地 の 記 述 と、 其 処 で 贖 宥 を 獲 得 す る た め

に 必 要 な 要 件 に 関 し て 詳 述 さ れ た 挿 絵 付 き 手 引 書 に よ っ て 補 助 さ れ た。15 世 紀 末 に 制 作

さ れ た 『マ ー ガ レ ッ ト ・ オ ブ ・ ヨ ー ク の ロ ー マ 巡 礼 手 引 書』（ニ ュ ー ヘ ヴ ン、 バ イ ネ ッ ケ

貴 重 書 写 本 図 書 館） に 代 表 さ れ る よ う に、15 世 紀 か ら 16 世 紀 初 期 に 制 作 さ れ た ロ ー マ 七

大 聖 堂 の 巡 礼 手 引 書 の 場 合、 各 聖 堂 の 挿 絵 は A か ら G の イ ニ シ ャ ル に よ っ て 指 示 さ れ た。

同 手 引 書 の 挿 絵 に 認 め ら れ る 構 図 と イ ニ シ ャ ル の 使 用 は、《洗 礼 者 聖 ヨ ハ ネ》 と 《聖 母 子》

に も 認 め ら れ る。 イ ニ シ ャ ル A を 伴 う《洗 礼 者 聖 ヨ ハ ネ》は 1981 年 に H. デ ュ フ ォ ー に よ っ

て、 ま た イ ニ シ ャ ル D を 伴 う 《聖 母 子》 は 1997 年 に C. レ イ ノ ル ズ に よ っ て、 各 々 サ ン ・

ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ イ ン ・ ラ テ ラ ノ 大 聖 堂 と サ ン タ ・ マ リ ア ・ マ ッ ジ ョ ー レ 大 聖 堂 へ の 霊 的 巡

礼 を 補 助 す る た め に 使 用 さ れ た 絵 画 と 特 定 さ れ た。 本 発 表 で は 第 一 に、 上 記 二 作 品 と 《キ

リ ス ト 磔 刑》の 間 に 認 め ら れ る 類 似 性 を 指 摘 し た 上 で、三 作 品 の 再 構 成 を 行 う。 第 二 に、《キ

リ ス ト 磔 刑》 画 面 内 に 記 さ れ た イ ニ シ ャ ル に 基 づ き、 本 作 品 の 機 能 を 特 定 す る と 共 に、 同

様 の 目 的 で 制 作 さ れ た 絵 画 作 品 群 と の 比 較 を 行 い、 中 世 末 期 に お け る 霊 的 巡 礼 と イ メ ー ジ

の 役 割 に 関 し て 新 た な 知 見 を 提 示 す る。
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